
 

 

 

 

１ 研究の構想 

（１）研究主題について 

体育的活動の目標は「子供たちの運動の日常化」であり、生涯にわたって運動に親しむことのできる

力の基礎をはぐくむことにある。小学校学習指導要領には体育・健康に関する指導は学校の教育活動全

体を通じて適切に行う必要があると明記されている。本部会では、運動の日常化に必要な力を「日常的

に運動に親しむ力」と捉え、日常生活の場で直接的に高める必要があると考えた。体育の時間の充実を

図り、さらに休み時間を意図的・計画的な体育的活動の時間と改善していくことで、副主題の「いつで

も(時間)どこでも(空間)だれとでも(仲間)運動遊びを楽しむことのできる子供」が育つと考えている。 

児童に身に付けさせたい「日常的に運動に親しむ力」は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主題設定の理由 

近年、都市化や少子化が進展し、社会環境や生活様式が変化したことにより、体を動かすための三つ

の間（時間、空間、仲間）が減少している状況にある。こうした状況は、児童の運動やスポーツに親し

む資質や能力の育成を阻害するだけでなく、意欲や気力、コミュニケーション能力の低下など、心の発

達にも影響を及ぼすとの指摘（※）もある。体育の授業研究が日々進められているところであるが、限

られた体育の時間以外にも運動を推奨し、日常生活の中で継続的に運動に取り組むようにすることが、

体力の維持・増進には必要不可欠である。東京都教育委員会も「一校一取組」と銘打って各学校におけ

る体力づくりの活動を推奨している。また、総合的な子供の基礎体力向上方策として「１日一万五千歩」

「１日６０分運動・スポーツ」のガイドラインを設定した。 

本部会では「休み時間」に楽しい体育的活動を展開し、運動遊びや友達と関わる楽しさを実感する中

で、日常的に運動に親しむ力をはぐくんでいこうと考えている。   

※「文部科学省 幼児期運動指針 幼児を取り巻く社会の現状と課題」参照 
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日常的に運動に親しむ力 

「態度」 
・進んで運動に取り組む。 
・友達とかかわり合って運動する。 

「技能（運動）」 

・運動遊びを楽しむことができる。 

「思考・判断」 
・運動遊びと遊び方を選択する。 
・課題に応じて遊び方を工夫する。 

体育的活動部会 研究主題 

日常的に運動に親しむ力をはぐくむ体育的活動 
～いつでも どこでも だれとでも運動遊びを楽しむ子供の育成～ 

 

・基礎的な知識及び技能の習得 

・主体的に学ぶ態度 

・（基礎的な知識、技能を活用する） 

 思考力、判断力、表現力その他の能力 

※「学校教育法３０条２項学力規定」参照 

 
「技能（運動）」運動の技能や体力 

「 態 度 」自己のめあての達成に向けて主体的に学ぶ力 

「思考・判断」運動の仕方や学び方について考える力 

自分自身や友達の運動を分析する力や運動に関する知識            

学 力 体育科の学力 (３観点) 

体育的活動の目標「運動の日常化」 

体育的活動 

直接的に高める 



（３）研究内容（概要） 

①体育的活動の企画と教材 

◆学校の実態と活動のねらいに応じた体育的活動の企画と教材の活用 

「学校における体育・健康に関する指導は児童の発達の段階を考慮して学校の教育活動全体を通じて

適切に行うものとする」（学習指導要領 第１章 総則 第１の３より抜粋）と明記されているように、

体育科の時間以外の体育・健康に関する指導の充実を図る必要がある。しかし、各校の教育課程にはそ

れぞれ特色があり、体育的活動を実施する際の状況が異なる。 

そこで、各校の実態に応じた体育的活動を企画・運営していくためのポイントを明確にすることが大

切であると考えた。また、運動の得意、不得意に関わらず、より多くの児童が運動に親しむことのでき

る「運動遊び」を教材とした体育的活動を提案することにした。 

 

②課題解決的な活動計画 

◆体育的活動における思考・判断と課題解決の捉え方 

 体育的活動の課題は、子供たちの活動意欲に基づいた運動遊びを「より楽しくする」という課題であ

ると捉えている。より楽しい活動にするために「運動の行い方」と「友達とのかかわり方」の２つの視

点を定め、課題の解決を通して、思考力・判断力を高めようと考えた。 

 

◆運動意欲を日常につなぐ評価 

 休み時間という限られた時間に、遊びという視点で行われる体育的活動において、授業と同様の振り

返りを毎時間、子供たちに行うことは、運動量とともに意欲も低下させてしまう。そこで「活動改善」

という視点に基づき、次のような活動の評価を行うことにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③小学校６年間及び幼稚園・中学校との系統性 

◆小学校における発達の段階を考慮した運動遊びの選択 

 運動に発達の段階や技の系統性があるように、遊びという面においても、発達の段階があると考えて

いる。しかし、遊びの段階に関しては年齢的な要素の他に、経験的な要素も児童の活動に大きく影響を

与える。そこで、運動遊び一つ一つの発展・工夫例をまとめ対象学年を想定しつつ、児童の実態に応じ

て運動遊びを柔軟に教材として活用できるようにした。 

 また、幼児期、小学生期、中学生期の運動と体力の状況の分析も進めている。 

 

評価者 評価内容 評価方法 評価による効果 

児童 
・自己評価 

・活動の評価 

・振り返り場面での話し合い 

・アンケートへの記入 

（月１回以上の間隔） 

・児童の意欲の向上 

・運動の楽しさの広がり 

教師 ・児童への評価 
・振り返り場面での称賛と価値 

付け 

・児童の意欲の向上 

・運動の楽しさやよさの実感 

教師 ・活動の評価 

・「活動改善シート」等を活用し

た運動遊びや活動の計画の改

善 

・活動の活性化 

・運動内容、活動計画の改善 

・指導意欲、技術の向上 

活 

動 

改 

善 
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日常的に運動に親しむ力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的に運動に親しむ児童の育成 

（４）研究仮説 

 

 

 

「日常的に運動に親しむ力」とは 

  児童が日常的に運動に親しむ姿とは、日常生活の比較的自由が保障されている時間の中で、主体的

に運動に取り組もうとする姿である。本部会では日常生活の学校という範囲の中で、児童にとって比

較的自由な時間である業間（休み時間、体育朝会等）を研究の場として研究を進めている。 

 また、日常的に運動に親しむ力を体育科と同様に３観点に分けて考えることで、児童に身に付けさ

せるべき力を明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的に運動に親しむ力を以上のように捉え，教師が運動のもつ楽しさや喜びを十分に味わえる

ような活動を展開することで、意欲的に活動する児童をはぐくむことでき，研究主題に迫ることが

できると考えた。 

体育的活動において運動のもつ楽しさや喜びが十分に味わえるような活動が展開でき

れば、児童は意欲的に活動に取り組み、日常的に運動に親しむ力を身に付けるだろう。 

「技能（運動）」 

・運動遊びを楽しむことがで

きる。 

「態度」 

・進んで運動に取り組む。 

・友達とかかわり合って運動する。 

 

 
「思考・判断」 

・運動遊びと遊び方を選択する。 

・課題に応じて遊び方を工夫する。 

・体育科の学習 

・朝や放課後 

・休日 

休 日

（５）評価に至るまでの具体的な手立て（４年３組）   

月 活  動 評価の手立て  ☆評価規準  ○評価における効果 

１０ 

ラバーダンス① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラバーダンス② 

活動① 

＜活 動 時＞ 

手立て① めあての明確な提示 

手立て② 行動の観察  

☆【運動】運動に楽しく取り組むことができる。 

＜振り返り時＞ 

手立て③ 児童の発言  

☆【態度】ルールを守って、なかよく運動できる。 

手立て④ 次回への課題提示 

☆【思考判断】次回の活動についてより楽しく工夫する 

ことができる。 

 

活動②  

＜活 動 時＞  

手立て① めあての明確な提示 

手立て② 行動の観察 

☆【思考判断】運動の行い方を工夫できる。 

☆【運動】活動①より運動に楽しく取り組むこと 

ができる。 

＜振り返り時＞  

手立て③ 児童の発言 

☆【態度】ルールを守って、協力して運動できる。 

手立て④ 次回異なる運動への意欲付け 

活 

動 

外 

児童のアンケート 

 （月 1 回 活動終了後） 

 

教師の活動改善シート 

 （月１回 活動終了後） 

 

手立て① 児童アンケート 

 ○運動の楽しの広がり 

 

手立て② 教師の活動改善シート 

 ○活動の活性化 ○運動内容、活動計画の改善 

 ○指導意欲、技術の向上 

１１ 
タイムショック① 

タイムショック② 
ラバーダンスと同様に評価の手立てをとる。 

 

 

 

 

① 活動がより楽しいものになり、児童の運動意欲が向上する。 

② 児童の運動意欲が体育的活動以外の休み時間でも高まり、日常化につながる。 

  

・スポーツクラブ 

・地域行事 

 

家庭 地域 

 

 

 

※『体育的活動』を広い意味で捉えると

「学校における体育・健康に関する指

導全体」を示す。本部会では「体育科

の時間以外の体力の向上および心身

の健康の保持増進に関する指導」を

『体育的活動』と捉えている。 

日常的に運動に親しむ力 

＝体育的活動で身に付けさせたい力 

体育的活動において特に重視するのは

活動の原動力となる「態度」である。 

しかし，児童が日常的に運動に取り組

むようになるためには，運動の選択・工

夫といった「思考・判断」も必要となる。   

「技能（運動）」に関しては運動遊び

を楽しむことができる力とした。技能や

体力の向上を直接の目的とした活動は

行わず，結果的に高まるものとして捉え

ている。 

 

体育的活動 

・業前、業間（休み時間等）、放課後 

・体育朝会 ・体育集会  

・学校行事（体育的活動）等 

業間（休み時間）の活動に視点を絞って 

研究を進める。運動遊びを中心とした体 

育的活動を行うことで、運動のもつ楽し 

さや喜びを十分に味わえるようにする。 

意欲を高めた児童は、日頃の自由な時間 

や家庭･地域へと活動をつなげ、日常的 

に運動するようになると考える。 

ようになる。 

学校 
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（５）研究構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会の研究主題 

日常的に運動に親しむ力をはぐくむ体育的活動 

特色ある体育・健康教育の推進 

○学校の教育活動全体を通して行う 
○日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促す 
→（部会としては）体育科の授業以外の時間帯における自発的・自主的な運動実践を促す 

体育的活動の特徴 

一人一人が学ぶ楽しさを味わい、 
進んで運動に取り組む力を身に付ける体育学習 

東京都小学校体育研究会 研究主題 

 
実証活動 

児童の体力の低下傾向の進行 

研究の仮説 

体育的活動において運動のもつ楽しさや喜びが十分に味わえるような活動が展開できれば、 

児童は意欲的に活動に取り組み、日常的に運動に親しむ力を身に付けるだろう。 

 

＜日常的に運動に親しむ力 ＝ 体育的活動で身に付けさせたい力＞  ※態度を重視 

 「技能（運動）」 

・運動遊びを楽しむことが 

できる。 

 

「態度」 

・進んで運動に取り組む。 

・友達とかかわり合って運動する。 

 

 

「思考・判断」 

・運動遊びと遊び方を選択する。 

・課題に応じて遊び方を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の内容 

(１)体育的活動の企画と教材 

◆学校の実態に応じた体育的活動の企画と教材の活用 

・活動の実施と日常化に向けてのポイント ・体育的活動の教材「運動遊び」の捉え方 等 

(２)課題解決的な活動計画 

◆体育的活動における思考・判断と課題解決の捉え方 

・運動遊びではぐくむ思考・判断 ・体育的活動における課題解決 

◆運動意欲を日常につなぐ評価 

・活動改善のための評価 ・運動時間の把握と変容 

 

 

 

（運動の行い方とかかわり方） 

 

(３)小学校６年間及び幼稚園・中学校との系統性 

◆発達段階を考慮した運動遊びの選択 

  ・幼児期、小学生期、中学生期における運動と体力の状況 ・発達の段階と運動遊び 

東京都教育委員会 総合的な子供の基礎体力向上方策（第２次推進計画） 
①生活活動ガイドライン「１日一万五千歩」 ②運動習慣ガイドライン「１日６０分運動・スポーツ」 

 

～いつでも どこでも だれとでも運遊びを楽しむ子供の育成～ 
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（６）活動づくりの基本的な考え方 

①体育的活動の特性 

体育的活動は、体育科の授業時間以外の体力の向上及び心身の健康の保持増進に関する活動である。

次のような特性を十分に考慮し、６年間の運動経験を充実させていくことで、日常的に運動に親しむ

児童をはぐくむことができるのではないかと考えている。 

○学校の実態や特色、活動のねらいに応じて、対象学年、内容、形態、時間、場所、期間等を、 

多様に設定できる活動である。 

○日常の運動遊びと結び付き、運動習慣の意識付けを図ることができる活動である。 

○意図的・計画的に行うことで、楽しさや喜びを十分に味わわせることができる活動である。 

②活動形態 

体育的活動は運動の日常化に向けて、活動形態をいくつかの型に分類することができる。生涯を通

して運動に親しむことのできる力を育てるためには、様々な活動形態の中で、より多様な運動遊びの

経験を積み重ねていくことが望ましいと考える。 

『一斉型』は、体育朝会や体育集会、休み時間等に全校一斉で行う活動形態とする。発達の段階に

応じて、児童一人一人が「できる」運動を行うことで、運動のもつ楽しさや喜びを実感できるように

する。時期を定めて集中的に行うキャンペーン活動や、学年・学級ごとに決められた運動に取り組む

活動等も含まれる。『選択型』は、自分の好きな運動や運動の行い方を選んで取り組む形態とする。

自己の興味・関心に合った運動を選ぶので、より高次元での楽しさが保障される。反面、教師側のよ

り計画的な準備が必要となる。『企画型』は縦割り班での遊びや大会の運営等、児童の創意工夫を基

にして、活動そのものを企画・運営する形態である。日常生活の遊びに一番近い型ではあるが、活動

のねらいを達成するには、児童一人一人が力を発揮できるように十分な事前準備が必要となる。また、

運営側の児童が活動の意図を理解し、人を楽しませることの喜びを味わうことができるよう留意する。 

これらの型は、例えば「一斉型」の活動で決まった運動に取り組む中で、自分に合った行い方を選

択するなど、型を複合させた取組も実施できる。まずは、一校一取組等で各校が取り組んでいる「一

斉型」の活動の充実を図り、その上で実態に応じて「選択型」「企画型」の活動を展開していくこと

で、各校においてより充実した体育的活動が形成されていくのではないかと考えている。 

〈体育的活動の活動形態〉 

 一斉型 選択型 企画型 

活動形態 

 

主な 

手立て 

○全体で同じ活動に取り組む 
○一人一人が場や行い方を

選んで取り組む 
○活動を企画・運営する 

・時間と場所の確保     ・選択の場を設定      ・工夫の視点の提示 

・仲間との関わり      ・活動の評価と価値付け   ・活動状況に応じた支援 

 活動の重点 運動の楽しさの実感 自分に合った運動の選択 運動の行い方の工夫 

運動 

(技能) 
・運動に楽しく取り組む 

・自分の力や好みに応じた 

運動に取り組む 

・企画に応じて進んで運動 

に取り組む 

態度 
・ルールを守って、友達と 

仲良く運動する 

・同じ場に集まった友達と協

力して運動する 

・自分たちの行い方で協力 

して運動（運営）する。 

思考 

判断 

・運動の行い方を理解する 

・運動の楽しみ方を理解する 
・運動の行い方を選択する 

・自分たちの思い･願いに 

合った活動を企画する 
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③活動の流れと活動づくりのポイント 

活動の流れ・めあて・環境設定や活動づくりのポイントは、それぞれの活動形態に合った内容があ

るのではないかと考えている。 

 一斉型 選択型 企画型 

活
動
の
流
れ 

 

○全校（学年）で 
共通した活動 

 
・いつ、どこで、だれと、何
をどのように行うのか知
る。 

・決められた場所や時間の中
で同じ活動を行い、運動に
親しむ。 

 

○児童の思いや願いに 
応じた活動 

 
・自分が取り組みたい場や種目
を選ぶ。 

・自分の力や好みに合った運動

に挑戦しながら、楽しく取り

組む。 

 

○自分なりに工夫した 
運動の実践 

 
・自分たちで活動を工夫して運
動（運営）を楽しむ。 

・学校や地域の行事で発表す

る。 

 

ね
ら
い 

 
○運動の場や行い方を知り、
仲間と楽しく運動する楽
しさを味わう。 

 
○運動の場や行い方を選んだ
り、自分に合った課題に挑戦
したりして、運動の楽しみ方
を広げる。 

 
○自ら目標を立てたり、活動方
法を工夫したりして、運動の
楽しみ方を深める。 

活
動
環
境
の
設
定 

 

○活動単位や場の設定 
・停滞なく効率的に取り組め
る設定を行う。 

○資料の提示 
・カードや掲示物など必要に
応じて作成する。 

 

○活動単位や場の設定 
・種目や人数に応じて設定を変
更・調整する。 

○課題の設定 

・達成・競争などの具体的な課

題を提示して意欲を高める。 

 

○発展的な場の設定 
・取組を評価し価値付ける場を
設定する。 

・新たな取組や継続的な取組を
うながしたり、支えたりする
場を設定する。 

活
動
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト 

 

◆分かりやすくスムーズな活動 

・事前準備の不手際で活動が停滞すると運動の楽しさが損なわれてしまうので、種目の選定や活

動単位、場の設定など、無理なく実施でき児童に分かりやすい企画を心がける。 

 

◆情報の積極的な提示・活用による活動の活性化 

・記録・写真・感想など児童の様子が分かるものを、掲示物や印刷物、朝会などの場を活用して

全校に紹介しながら進める。また、運動の取り組み方や工夫のポイントなども示すとより自主

的な取組につながる。 

 

◆教師の行動モデルによる指導・支援 

・教師が一緒に活動し、よきプレイリーダー（行動モデル）となることで、児童はその模倣を通

して自発的・自主的に運動を実践する力を体得していくことができる。特に「企画型」では、

児童の発達段階や実態に応じた支援が大切である。 

 

◆振り返りの視点の明確化 

・意図的計画的に児童の力を高めていくためには、活動後の振り返りの視点や内容も明確にする

ことが大切である。ねらいに応じて、指導者間の共通理解を図る。 

【例】◇「一斉型」では、楽しかったことを取り上げて運動の楽しさを広げる。 

◇「選択型」では、自分の力に合った行い方を選んで運動する姿や挑戦する姿を認めて 

称賛する。 

◇「企画型」では、児童の思いや願いに沿った自発的・自主的な工夫のよさについて 

価値付ける。 

－ ６ － 



２ 「思考・判断」の指導内容に関する指導内容  

（１）体育的活動の思考・判断の目標、具体的な児童の姿（評価）、教師の手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しみ方を知る 

選択する 

創造する 

日常的に運動に親しむ力 

【思考・判断の観点】 

・運動遊びと遊び方の選択 

・課題に応じた遊び方の工夫 

いつでも どこでも だれとでも 

思考・判断の力を育むための手立て 

○遊び方の明確化(掲示物等) 

○分かりやすいルールの提示 

・説明があまりいらない。 

・結果を評価しやすい。 

○運動遊びの行い方の提示 

（場、ルール、動き、人数） 

・自分なりの行い方を選べる。 

・手軽に準備できる。 

 

○魅力ある運動遊びの提示 

・運動遊びそのものが楽しい。 

・仲間とかかわりがある。 

○選択経験の積み重ね 

運動遊びをより楽しめるように

「行い方」や「かかわり方」を

工夫できるようにする。 

○運動時間の確保 

・運動遊びに十分に親しめる。 

思
考
・
判
断 

○休み時間等への日常化 

用具や場を整えて、日常的に取

り組めるようにする。 

○他の運動遊びとの関連付け 

運動遊びの経験を他の運動遊び

に活かせるようにする。 

せるようにする。 

・もっと楽しみたい 
・かかわり合いたい 

運動遊びの特性を十分に味わ

うことで、運動への意欲を高

め、自己に応じた思考・判断の

力を身に付けることができる

と考える。 

・体を動かすと楽しい 
・もっとやりたい 

具体的な児童の姿 

・好きなように遊びたい 
・友達を楽しませたい 

・きまりだから 
・なんとなく 

自分や友達の願いに応じて運動遊

びを工夫し、時間、空間、仲間を

考慮して遊ぶ。 

自分の願いや課題に応じて運動遊

びの場を選ぶ。 

思
考
・
判
断 

 
 
 
 
 

活
動
１
回
目 

 

運動遊びをより楽しくするために

友達と協力し合って工夫する。 

思
考
・
判
断 

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー 

（
教
師
） 

運動遊びの経験を他の運動遊びや

日常の遊びに活かして、工夫して

遊ぶ。 

場に応じて行い方を選択する。 

運動遊びを思い切り楽しみ、体を

動かすことの心地よさを知る。 

○発展的な活動 

思いや願いに応じた運動遊びの

機会を設ける。 

各運動遊びの行い方を知り、ルー

ルを守って仲良く運動する。 

児童は日常の遊びの中で思考・判
断を繰り返している。教師が意図
的に思考・判断する活動を設定し、
価値付けることで、日常的に運動
に親しむために必要な思考力・判
断力が高まっていくと考える。 

 
 
 
 
 

活
動
２
回
目 

 

繰
り
返
す 

思考・判断に関する 

本年度の研究の重点 

－ ７ － 



（２）具体的な活動の例 

 ①思考力・判断力をはぐくむ活動計画（１つの運動遊びにつき２回の活動で１サイクル） 

段

階 

１回目 

運動遊びの行い方を知り、楽しむ。 

２回目 

遊び方を選択して運動遊びを楽しむ。 

活

動 

○活動の準備をする。 
○ドンじゃんの遊び方を知る。 
○ドンじゃんを楽しむ。 
○振り返りをする。 

○活動の準備をする。 
○ドンじゃん遊びを工夫して楽しむ。 
 ※場、ルール、動き、人数等の選択 
○振り返りをする。 

 

 

②思考力・判断力をはぐくむための教師の声かけと児童の姿（第２学年 ドンじゃん） 

１回目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りの場面 

活動の準備場面 

活動場面 

ドンじゃんの遊び方は～です。「ドンじゃん
けんポン」と元気に声を出しながら楽しみ
ましょう。 

遊び方がわかりました。 

どうしたら得点になるのか、まだよく
わかりません。 

線をジグザグにしたらおもしろいと思
います。 

相手の陣地手前にある線を踏むか、越えるか
したら得点です。近くにいる人がきちんと見
てあげましょう。 

ドンじゃんをもっと楽しくするためにはど
んな工夫をすればいいかな？ 

体じゃんけんにもしてみたいです。 

それでは２回目はコースの形を工夫して遊
びましょう。じゃんけんも体じゃんけんにし
ましょう。どんなコースにしたいか、どんな
グー、チョキ、パーのポーズにするのか考え
ておきましょう。 

いろいろなコースを作って、休み時間もどん
どん遊んでみましょう。 

みなさんの意見をもとにジグザグコース
をつくりました。前回よりもっと楽しく遊
べそうですね。 

○○さんのポーズでじゃんけんを
することにしましょう。体を大きく
動かして遊びましょう。 

じゃんけんポーズを考えてきま
した。 

２回戦目を行う前に、チームで作戦を考え
ましょう。並び順や声のかけ方、走り方を
工夫したら、もっとたくさん得点できるか
もしれませんね。 

並び順は○○順にしてみようよ。 
みんなで合図を掛け合ってスタートす
るようにしよう。 

今日の活動でどんなことが楽しかったです
か？ 

ジグザグコースは忍者のように体を
動かすことができて楽しかったです。
今度は線を切ってジャンプで渡るコ
ースを作りたいです。 

友達と声を掛け合うことでスムーズに
スタートすることができました。応援し
合ったことも楽しかったです。 

ぼくのじゃんけんポーズを友達が「す
ごい」とほめてくれました。新しいポ
ーズも考えてみたいです。 

より遊びを楽しめるように工夫できまし
たね。休み時間にも、ドンじゃんをみんな
で工夫し合って楽しみましょう。 

遊びを「より楽しく」という意欲に基づく工夫 



 

３ 研究の内容  

（１）体育的活動の企画と教材 

 ◆「学校の実態」と「活動のねらい」に応じた体育的活動の企画  

①活動の実施と日常化に向けてのポイント 

    

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 教師の役割や指導ポイントの明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動のねらい（例） 

・運動遊びを盛んにしたい 

・体力を高めたい 

・異学年の交流を深めたい 

・体育学習を定着させたい 

・体育学習を発展させたい 

学
校
の
実
態
に
応
じ
た 

体
育
的
活
動
の
実
施 

児童の実態 

 

学校規模や

施設の状況 

ねらいに応じた 

体育的活動の企画･提案 

○運動内容の精選 

○時間や場の設定 

○活動形態の検討 

○教員の配置 など 

【教師の役割】 

☆インストラクション 

☆時間管理 

☆安全管理 

☆プレイリーダー 

 （行動モデル） 

☆運動の指導･助言 

 など 

【教師の指導】 

・導入での説明や注意 

・場の使い方 ・グルーピング 

・目標や行う回数の設定 

・称賛や助言  

・用具の活用･工夫 

・協力や補助 

・行い方の工夫や改善 

（その場での） 

 

○実技研修会実施 

○指導資料の作成 

○掲示物の作成 

★ポイント★ 

◎運動量の確保 

◎「できる」運動中心 

◎かかわりを重視 

○「もっとやりたい」と思えるもの 

○「自分なりの楽しみ方」ができる 

○児童だけでも楽しめる 

○運動の行い方や工夫に広がりがある 

日常化のポイント 

○説明があまりいらない（ルールが単純） 

○手軽に準備できる 

○運動そのものが楽しい 

○自分なりの行い方を選べる 

○仲間とのかかわり合いがある 

○結果を評価しやすい 

活動のポイント 

「人数」「回数」「距離」「動きの向き」

「リズム・速さ」「相手」「使う身体の

部位」「道具」「ルール」などの工夫の

ポイントを示すことで、より発展的、

継続的に運動を楽しめると考えた。 

◎場所の確保 

活用されていない場所を開拓した

り、その場所ならではの遊び方を提

示したりする。 

◎物品の充実 

活用されていない遊び道具を紹介し

たり、その道具ならではの遊び方を

提示したりする。 

※遊びのきまりや児童看護などの安全

面の配慮について生活指導部等との

連携が必要である。 

－ ８ － 



 

③ 体育的活動の教材「運動遊び」の捉え方 

 

                

                 中に 

 

 

 

 

 

 

 

               

              

 

『遊び』は誰もが楽しめる活動である。反面『運動』は、競争（走）や記録の向上、技能の習得など

のねらいをもった身体活動であり、得意、不得意がある。すべて児童が身体活動を楽しむことができる

ものが教材に適していると考え『運動遊び』を教材とした。動きを身に付ける「体つくり運動」領域と

は教材を扱う時の目的が異なり、本部会では運動意欲を高めて、遊び方や楽しみ方を知ることに重点を

置く。 

 

 

④実技研修会による教員の指導力向上 

 本年度より『出前実技研修会』として、各校に出向いて実技 

研修会を行うことにした。この取組により、まずは各校の教員 

に運動遊びの楽しさと、体育的活動の実施の必要性、教材の具 

体的な活用の仕方を伝え、体育的活動実施への意識を高めたい 

と考えた。本年度はすでに３つの学校で実施している。 

 

⑤学級から始められる運動遊び資料の作成 

 「まずは学級からはじめよう」を合言葉として、児童が楽しめる運動遊びを集めて資料集を作成した。

学校全体で体育的活動を始めるのは難しいという実態があっても、教師が意欲的であれば、たとえ一つ

の学級からでも体育的活動を始められるようにすることが大切であると考えた。取組の継続により、や

がては学校全体への広がりも期待できると考えている。 

 

⑥各校の体育的活動実践事例集の作成 

体育的活動の実施には各校の実態が大きく影響するため、一つの実践例があっても自校の取組に活用

できないという声をよく耳にする。そこで多くの実践例を資料としてまとめることにした。数ある取組

の中から自校に一番近い形を選択し活用できるようにすることで、より多くの学校で実践できるように

した。 

 

○健康や楽しみのために体を

動かすこと。体操や競技、ス

ポーツなどをすること。 

※ルールが形式化され、スポー

ツ文化として確立されてい

るものもある。 

 

○遊戯などをして楽しく過ごすこ

と。体を動かさない遊びも含む。 

※内遊びに楽しさを感じている児

童も多い。また、高学年である

程、休み時間に体を動かすこと

を好まない児童が増える傾向が

ある。【本部会 実態調査より】 

 

○身体の一部或いは全体を動か

すことが一つの大事な要素と

なった遊び。 

※学校の教育活動全体の中で、よ

りたくさんの体を動かす機会

を児童に保障する。 

運動 運動遊び 

遊びの欲求を充足し、誰もが

楽しさを実感できる活動 

遊びの本質を活かした運動遊

びに取り組むことができるよ

うにし、日常的に運動に親し

む力を養う。 

 

競争（走）や記録の向上、

技能の習得などの、ねらい

をもった身体的活動 

体育的活動の教材 

遊び 
－ ９ － 



 

（２）課題解決的な活動計画 

 ◆体育的活動における思考・判断と課題解決の捉え方  

体育的活動における課題解決は「運動の行い方」と 

「友達とのかかわり」の２つを視点とした課題を、  

「より楽しく」工夫していくことであると捉えた。 

 課題解決によりはぐくまれる思考力・判断力は 

P７．P８に示した通りである。 

 

 

 

 

 

 

 
 ◆運動意欲を日常につなぐ評価  
教師は、活動の中で児童の取組を適切に評価し、次回や日常につなげる価値付けを行わなければな

らない。しかし、限られた時間の中で行われる体育的活動はあまり多くの時間を振り返りに割くこと

はできない。毎回の振り返りは、児童の運動量を減少させ意欲を減退させる。そこで、以下の点に留

意し、活動の評価を試みることとした。 

○運動の楽しさを実感するための、節目での振り返りの時間の確保 

○活動を指導した教師が簡単に記入できる振り返りシートの工夫 

①活動改善のための評価 

◇児童による自己評価・活動に関する評価（振り返りの工夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇教師による児童への評価（振り返りの工夫） 

 

 

 

 

 

 

体育的活動における課題  

運動遊びを「より楽しく」 

視点① 

運動の行い方 

視点② 

友達とのかかわり 

・場の変化 

・ルール 

・動き方 

・用具 

・人数    等 

・協力 

・作戦 

・競争（走） 

・励まし合い 

・学び合い  等 

○児童の意欲向上 

○運動の楽しさの 

広がり 

○運動の日常化 

○思考力・判断力 

の向上 

体育的活動 

振り返りの話し合いやカードへの記入 

運動時間が確保できるよう

に短時間で簡単に振り返る 

 

○児童の意欲向上 

○運動の楽しさや活

動のよさの実感 

○運動の日常化 

○思考力・判断力 

の向上 

振り返りでの称賛・助言 

・動きのよさ 

・行い方の工夫のよさ 

・態度や動き、工夫のよさ 

をねらいに沿って伝える 

 

端的に児童の具体的な

よさを伝える。 

月末・学期末などの活動が一段

落したときに、児童に対して活

動や場への振り返りを行う。 

体育的活動 



 

  ◇教師による活動の評価（活動改善シートの活用） 

 

     

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②体を動かして遊ぶ時間の実態把握と変容 

１年間の休み時間を授業時数として換算すると、多くの時間になることがわかる。 

 

         ×       ＝ 

 

 

 

※体育の授業時数を大幅に上回る運動に時間が休み時間にある。 

 

児童一人一人が休み時間にどれだけ体を動かして遊んでいるのか、また、体育的活動により、その時

間に変容が見られたか等を児童のアンケートをもとにして数値で把握することにした。    

具体的には、小平第七小学校の休み時間は一日当たり約３０分であり、体を動かして遊ぶ時間の割合

がどれだけなのかを調査する。この調査により、児童の運動の日常化のために体育的活動が本当に有効

であったかを評価する。 

※【資料】昨年度の実証活動（西東京市立東伏見小学校）運動遊びの時間の変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育的活動 
○活動の活性化 

○指導内容の改善 

○指導意欲の向上 

○児童へ課題提示 

の明確化 

 

活動の見直し及び改善 

体育主任等からの 

助言や教師間での 

話し合いの内容を 

シートに記入する。 

活動しての課題を改善して 

いくとともに、困っている 

教師には適切な助言を行う。 

－ １１ － 

小学校の休み時間 

約３０分 

 

小学校の授業日 

約２００日 

 

１年間の休み時間 

    約６０００分 

休み時間を１単位時間で換算した時の時数 

６０００分 ÷ ４５分 ＝ １３３．３３・・単位時間 

体育科の標準授業時数 

１～４学年 １０５時間 

５、６学年  ９０時間 

73.2 

69.5 

26.8 

31.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

１２

月 

９月 

２５分以上 

２５分未満 

実証活動校の一日当たりの休み時間の合計は２５分間で

あり、この時間に運動遊びに取り組んでいることが、学校

における運動の日常化の目安であると捉えた。実証活動後

はその割合が増加していたことがわかる。 



 ・体力・運動能力が最もよく発達し、運動実施の効果も大きくなる。中学生

期は男女とも最大酸素摂取量の増加が顕著となる。姿勢保持や持久的運動 

  強い瞬発的なパワー発揮にかかわる筋繊維の発達も顕著になり、素早く力

強い動きをする能力が高まる。 

 

（３）小学校６年間及び幼稚園・中学校との系統性 

 ◆発達の段階を考慮した運動遊びの選択  

①幼児期、小学生期、中学生期における運動と体力の状況 

 生涯にわたって運動やスポーツに親しんでいくためには、幼児期から青年期に至るまでの間に、基本

的生活習慣を身に付け、健康や体力を保持増進していくための基礎的な能力や態度を養い、日常の身体

活動量を増加させて基礎体力を十分に高めていくことが重要な課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※東京都教育委員会「総合的な子供の基礎体力向上方策」（第２次推進計画）参照 

 ※次年度以降、幼稚園・小学校・中学校に実態調査を行い、運動の機会や時間、内容に関する現状を把握する。  

・神経機能の発達が著しく、５歳までに成人の約８割程度まで発達する。 

  ⇒タイミングよく動いたり、力の加減をコントロールしたりするなどの 

運動を調整する能力が顕著に向上する。 

 ・日頃から体を動かすことで、穏やかに持久力や心肺機能を高める。 

 ・力いっぱい体を動かしたり、続けて体を動かして遊んだりする中で、筋力

や持久力が発達するに対する適度な刺激を与えることが大切である。 

【小学校低学年】 

・大脳の発達が活発であり、走る、跳ぶ、投げる、捕るなどという基本的 

な運動を学習・経験するという発達課題がある。 

 【小学校高学年】 

 ・調整力の発達が顕著となり、瞬発力などの筋パワーの発達能力はいまだ 

小さいものの、適切な負荷での持久的な運動・スポーツが可能になって 

くる。また、基本的な生活習慣が確立するのもこの時期であり、発育促 

進期が始まる。 

 

   

幼児期における運動 

 

児童の発達的特性を考慮して、仲間と取り組むことにより、運動に親し

み、好きにするとともに、主として体の柔らかさや巧みな動きを高める

ことに重点を置いた指導を行うことが大切である。 

小学生期における運動 

 

中学生期における運動 

 

幼児期の運動 → 児童期以降の運動発達の基盤を形成する。 

幼稚園教育要領 

健康 

遊びを通して体

を十分に動かし、

進んで運動でき

るようにする。 

 

 

 

 

小学校学習指導要領 

体育 

授業を通して技

能、態度、思考・

判断の力を身に

付ける 

 

 

 

 

休み時間等 

体育以外の運動

機会の充実 

 

 

中学校学習指導要領 

保健体育 部活動 

 

 

 

休み時間等 

 

 

 

 

 

運動の機会 

教育課程次第で

毎日運動できる 

週２、３時間の

運動機会 

※幼児期からの時間減 

運動機会のさら

なる二極化 
いろいろなスポーツを経験することで、スポーツの意義や特性などに関

する理解を深め、運動やスポーツを楽しむ習慣を形成することが大切。 

－ １２ － 



遊び 
学年 

②発達の段階と運動遊び 

体育的活動の運動遊びは、児童の日常的な運動遊びをイメージしているため、児童一人一人の経験値

によって遊び方も異なる。したがって、学年ごとに取り組むべき運動遊びの内容を系統付けて示すこと

は難しい。しかし、運動遊びにはそれぞれ楽しみ方に違いがあり、遊びごとの特性を十分に理解した上

で、教材として取り扱う必要があるのではないかと考えている。 

教師は「児童が夢中になって楽しめる」という視点に立ち、例えば、低学年にはできるだけ簡単なル

ールで行い方もよりシンプルなものを提示する学年が上になるほど作戦や順番を工夫することができ、

より高度な動きが必要になる遊び方を提示する等、運動遊びを発達の段階に応じて取り扱うことが大切

である。以下は体育的活動で扱う運動遊びの行い方の一例である。 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

ドン 

じゃん 

 

●       ◇ 

 

・２チーム対戦型 

 １本の線でドンじゃんをす

る。 

 

 

  ● 

 

        ◇ 

・２チーム対戦型 

 視野に入る範囲で２本の線

を引く。 

 

●       ● 

 

 

◇ ◆    ◇ 

・２チーム対戦型 

 線の角度を広げ、より広い

視野で行う。 

・３チーム対戦型 

 ３つのチームで勝敗を競い

合う。 

長なわ 

・波抜け 

・ゆうびんやさん 

・くぐりぬけ 

⇒ペアでタイミングを合わ 

せて跳ぶ。 

・8 の字跳び（送りなわ） 

・O 字跳び（送りなわ） 

・十字跳び 

⇒グループで競い合う。 

(例)跳んだ数×人数＝得点 

・8 の字跳び（迎えなわ） 

・O 字跳び（迎えなわ） 

・ひょうたん跳び 

⇒ダブルタッチ等より高度な

跳び方を楽しむ。 

短なわ 

・できる跳び方で楽しむ。 

⇒いろいろな跳び方を楽し

む。 

・できる跳び方で楽しむ。 

⇒友達と関わり合っていろい

ろな跳び方を楽しむ。 

・難しい跳び方に挑戦する。 

⇒自己の能力に適した目標 

をもって挑戦する。 

リバーシ 

・２つのチームに分かれて得

点を競う。 

⇒両手で返す、ケンケンで移動 

する等動きに変化をつける。 

・２つのチームに分かれて作

戦を考えて競う。 

⇒場を広くする。 

・あまり適していない 

※実態と工夫によっては楽し 

むことができる。 

ろくむし 

（ボール 

  当て鬼） 

・鬼を 1～２組とし、下投げ

か、ワンバウンドでボール

を投げる。 

⇒上投げにする。 

・鬼を２～３組とし、投げ方

は自由とする。 

⇒鬼の数や場の広さ、形を変

える。 

・場を広くして、鬼は３組程

度にする。 

⇒鬼の数や場の広さ、形を変

える。 

ラバー

ダンス 

・基本的なステップで楽し 

む。 

⇒いろいろな跳び方を楽しむ。 

・高度なステップや高さで楽

しむ。 

⇒片足で挑戦する。 

・より高度なステップや高 

さで楽しむ。 

⇒２人でステップを楽しむ。 

しっぽ

とり 

・実態に応じてルールや行い方を工夫して楽しむ。 

⇒チームの組み方を変える。作戦を考えて取り組む。３チームで行う。 

ロックボッククラ

イミング 

（ろくぼく） 

・ろくぼくを登る感覚を楽 

しむ。 

⇒チームで競い合う。 

・移動方法を限定して楽 

しむ。 

⇒触れてよいところを定める。 

・移動方法や時間を限定し 

て楽しむ。 

⇒ろくぼくに起伏をつける。 

児童の実態に応じて次のような工夫を組み合わせる。 

⇒・線を曲線やジグザグにする。 ・距離を変える。 ・体全体でじゃんけんする。 

・移動方法をスキップや片足跳び、両足跳びなどにする。 

－ １４ － 



４ 活動案 

 

１ 実証活動校の概要 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本年度の体育的活動の設定】 

 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

体
育
的
活
動 

           

 

 

○児童数   ６８２人 

○学級数   ２３学級（通級学級１学級含） 

○活動場所  校庭（９０ｍ×７０ｍ）、体育館、中庭、ホールを使用する。 

○活動方法  ・隔週で、全校一斉に取り組む。 

       ・教員を１つの運動遊びの場に固定して配置する。また、子どもたちは、場を

ローテーションする。 

○体育的活動の実践 

 ・２学期から全校で「七リンピック」を行う。また、１０月に「七小なわとびチャレンジ」 

を行う。 

 ・３学期に全校で「マラソンチャレンジ」を行う。 

○校内体制 

 ・「七リンピック」は、研究部が企画・運営をし、全教職員が運動遊びの場で指導していく。 

○児童の実態 

 ・休み時間の様子を見ていると、外遊びに取り組んでいる児童は７割程度いる。しかし、遊

びの種類が「鬼遊び」と「ドッジボール」がほとんどである。体育的活動に取り組み、休

み時間の遊びの種類を増やしたり、友達とかかわって遊んだりすることをねらいとする。 

小平第七小学校の体育的活動の現状 

１０月「七小なわとびチャレンジ」 

なわとび検定カードを用いて取り組む。 

体育委員会の児童や教職員、地域ボランテ

ィアの方々が、できた技の欄に押印する。 

合格した児童に認定書を渡す。 

１月「マラソンチャレンジ」 

マラソンチャレンジカードを用

いて中休みに取り組む。 

 ゴールした児童には、認定書を

渡す。 

七リンピック 


